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目的と概要
今年はオスカー・ワイルドの劇を研究する。
前期はAn Ideal Husband、後期はThe Importance of Being Earnestを扱う。
ワイルドのヴィクトリア時代に対する姿勢、功利主義社会への風刺に注目しながら、丹念に作品を読んでいく。

成績評価法 前期レポート（５０％）後期のレポート（５０％）

開期 通年 月曜日3限

授業テーマ オスカー・ワイルドの劇作品
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